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☆適応疾患名：胃がん

薬剤 標準投与量 投与経路 1week 2week 3week
点滴静注

点滴静注

オキサリプラチン （L-OHP) 130mg/m2 点滴静注 day1

カペシタビン （Capecitabine) 1200～2100mg/回 内服

休薬期間
ビロイ（ゾルベツキシマブ）：ビロイ点滴静注用100mg,300mg
オキサリプラチン：オキサリプラチン点滴静注液 50mg, 100mg
カペシタビン：カペシタビン錠 300mg

カペシタビン投与量（日）

2,400mg

3,000mg

3,600mg

4,200mg

day1～day14

前投薬としてビロイ投与の1－1.5時間前にアプレピタント125㎎内服、day2.3午前にアプレピタント各80㎎内服

体表面積
1.36m2 未満

1.36m
2
 以上1.66m

2
 未満

1.66m2 以上1.96m2 未満

1.96m2 以上

投与スケジュール

消化器内科17 　ビロイ+CAPOX

1クール

ビロイ
≪初回≫　800mg/m2

≪2回目以降≫600mg/m2 day1

 

day1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
ビロイ ●

オキサリプラチン ●
カペシタビン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

15 16 17 18 19 20 21

 

≪初回（800mg/m
2
）≫

開始～60分 60～120分 120～180分 180分～

70mL/h 140mL/h 210mL/h 280mL/h 35mL/h

開始～60分 ※ 60～90分 90～120分 120分～

35mL/h 70mL/h 105mL/h 140mL/h 17mL/h

ビロイ投与速度表

投与速度
50mg/m2/h投与時

≪２回目以降（600mg/m2）≫

投与速度
35mg/m2/h投与時
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【１コース目】 

ルートキープ用 生食 100mL 使用可

ビロイ　800mg/m2

  注射用水（100mgあたり5ｍLで溶解）
生理食塩液　500mL

オキサリプラチン 　130mg/m2

5％ブドウ糖注　250mL

カペシタビンは夕食後から内服開始

2時間

パロノセトロン点滴静注バッグ0.75ｍｇ 50mL
デキサート注射液6.6mg    1.5V
ポララミン注 1A

全開

 

  

 

【2コース目以降】 

ルートキープ用 生食 100mL 使用可

ビロイ　600mg/m2

  注射用水（100mgあたり5ｍLで溶解）
生理食塩液　250mL

オキサリプラチン 　130mg/m
2

5％ブドウ糖注　250mL

カペシタビンは夕食後から内服開始

2時間

パロノセトロン点滴静注バッグ0.75ｍｇ 50mL
デキサート注射液6.6mg   1.5V
ポララミン注 1A

全開

 

 

参考文献：Zolbetuximab plus CAPOX in CLDN18.2-positive gastric or gastroesophageal junction adenocarcinoma: the 

randomized, phase 3 GLOW trial  Nat Med2023 Aug;29(8):2133-2141 

・ビロイ投与 1.5-1時間前にアプレピタント 125

㎎を投与 

・ビロイ：孔径 0.2μmのインラインフィルター

の使用を推奨 

 

嘔気発現時には「ビロイ投与中の嘔気発現時の

対応」をもとに対処 
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